
(この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください)

千円

国　庫 分担金
支出金 負担金

前年度 0 0

要求額 0 0

決定額 0 0

農政部　里川振興課　水産振興室 電話番号：058-272-1111(内2913)

E-mail：c11428@pref.gifu.lg.jp

（２）事業内容

0 0 0 0

２ 要 求 内 容

収　入
その他 県　債

0

　近年、冷水病の発生等により、本県水産業の最重要魚種であるアユの漁獲量は減少して
おり、その回復対策は急務である。県魚苗センターでは、冷水病菌を持たない河川遡上ア
ユ由来の放流用種苗を生産しており、平成３０年には生産能力を増大する施設整備工事が
完了している。
施設を円滑に稼働させるためには、天候や資源状況に左右されやすい現在の漁獲アユ親魚
から採卵する生産体制を、遡上稚アユを捕獲し親魚まで事業規模で安定的に育成する生産
体制へ転換する必要がある。

4,736

4,736

（１）要求の趣旨（現状と課題）

0

0

4,736

4,736

　○実証規模での親魚養成技術の確立
・親魚養成施設を円滑に稼働させるため、技術的知見のない遡上稚アユからの親魚養成技
術を確立する。
・令和３年度までの試験では、養成段階において餌付けを効率的に行い、生残率を大きく
向上することができた。また、採卵率・卵質の向上に向け、試験を実施した。
・令和４年度の試験では、前年度の検討結果を踏まえ、養成段階における成長率および採
卵段階における卵質を向上し、目標種苗生産量の達成を目指す。

0 0 0

（各課様式１）

使用料 財　産区  分

手数料

0 0 0 0

事業費

4,737

寄附金

0

一　般
財　源

4,737

予 算 要 求 資 料

令和４年度当初予算 支出科目 款：農林水産業費　項：水産業費　目：水産業振興費

 ＜財源内訳＞

財 源 内 訳

事 業 名 河川遡上アユ親魚養成技術実証事業費

(前年度予算額： 4,7374,736１ 事 業 費 千円)



（３）県負担・補助率の考え方

（４）類似事業の有無

　県から岐阜県魚苗センター施設の貸与を受け、海産系放流アユの種苗生産技術に関する
高い知識と実績を有する（一財）岐阜県魚苗センターが事業主体として妥当である。
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12
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4,575

（２）後年度の財政負担

委託料

３ 事業費の積算 内訳

使用料及び賃借料

合計

金額

50

69

　新たなぎふ農業・農村基本計画の「鮎を守り育てる体制の構築」に位置付けられている
事業であり、早期遡上稚アユ由来の稚鮎を生産するために必要な事業である。
 また、県事業として整備した魚苗センター施設の円滑な稼働に必要である。

　無

（３）事業主体及びその妥当性

決定額の考え方
　

４ 参 考 事 項

（１）各種計画での位置づけ

4,736

事業内容の詳細

連絡旅費(魚苗センター、水産研究所、長良川河口堰管理所等)

保菌検査用試薬類・消耗資材等

水産研究所公用車用(捕獲・飼育指導等)

通信運搬費

親魚養成(4,082)、河川遡上稚アユ捕獲(493)

高速道路使用料(岐阜各務原IC→長島IC)

事業内容

旅費

消耗品費

　〇ぎふ農業・農村基本計画（令和３～７年度）
 第５章　政策の方向性
（３） ぎふ農畜水産物のブランド展開
⑥鮎を守り育てる体制の構築

燃料費

役務費

　令和２年度より3カ年の実証育成に係る経費を負担。



（県単独補助金除く）

□

■

・何をいつまでにどのような状態にしたいのか

事業開始前 R2年度
(R1) 実績

64 62

364 320

令
和
２
年
度

達成率

（目標の達成度を示す指標と実績）

事 業 評 価 調 書

新 規 要 求 事 業　

継 続 要 求 事 業

１ 事業の目標と成果

（事業目標）

・令和4年までに岐阜県魚苗センターの種苗生産量72ｔ（R4は施設改修工事のため72t
→61t）に必要な卵を安定供給することで、種苗の安定生産を達成し、アユの漁業者に
よる漁獲量を350ｔに増加させる。

指標名
R3年度 R4年度 終期目標

②漁業者による
　アユ漁獲量(t) - 350 350

目標 目標 (R4)

91%

①魚苗センター
　生産量(t) 61 61 61 102%

（これまでの取組内容と成果）

長良川河口堰にて遡上稚アユを捕獲し、その後、魚苗センターにて親魚養成・採
卵を行い、各段階における課題を抽出した。



・事業が直面する課題や改善が必要な事項

２

　養成段階における生残率・成長率の向上、採卵段階における採卵率・発眼率の向上
が必要。

(評価) 　河川遡上アユ由来の人工産種苗の生産を拡大して放流するという本事業の
取組みは、天然アユ資源の増大を促進するだけではなく、世界農業遺産「長
良川の鮎」を象徴する長良川システム（里川における人と鮎のつながり）を
推進するものであるため、県が実施する必要性が高い。

２ 事業の評価と課題

（事業の評価）

・事業の必要性(社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断)
　３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない

(評価) 　捕獲法や飼育方法を改善する等、試験方法を着実に改善している。

２

（今後の課題）

・事業の有効性(指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか)
　３：期待以上の成果あり
　２：期待どおりの成果あり
　１：期待どおりの成果が得られていない
　０：ほとんど成果が得られていない

(評価) 魚苗センターの種苗生産量は概ね計画通りに推移している。

１

・事業の効率性(事業の実施方法の効率化は図られているか)
　２：上がっている １：横ばい ０：下がっている

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのよ
うに取り組むのか
　冷水病菌を持たない優良なアユを放流することにより、河川への病原体の持ち込み
を減らし、病気の発生を抑制することにより、漁獲量の増大、さらには遊漁者の増加
を図り、アユ漁業の振興を推進する。

（次年度の方向性）



□

□

・終期までに何をどのような状態にしたいのか

R2年度
実績

R元年度

補助事業の概要 （目的）
（内容）

県 単 独 補 助 金 事 業 評 価 調 書

新 規 要 求 事 業　

継 続 要 求 事 業

（事業内容）
補助事業名
補助事業者（団体）

（理由）

補助率・補助単価等 定額・定率・その他（例：人件費相当額）
（内容）
（理由）

補助効果
終期の設定 終期○○年度

（理由）

（事業目標）

（目標の達成度を示す指標と実績）

指標名
事業開始前 R3年度 R4年度 終期目標

(R )
①

目標 目標 (R ) 達成率

②

補助金交付実績
（単位：千円）

H30年度 R2年度



・事業が直面する課題や改善が必要な事項

（これまでの取組内容と成果）

令
和
２
年
度

・取組内容と成果を記載してください。

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

令
和
３
年
度

令和５年度当初予算にて追加

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

令
和
４
年
度

(評価) 　

令和６年度当初予算にて追加

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

（事業の評価）

・事業の必要性(社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断)
　３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない

(評価) 　

・事業の有効性(指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか)
　３：期待以上の成果あり（単年度目標100％達成かつ他に特筆できる要素あり）
　２：期待どおりの成果あり（単年度目標100％達成）
　１：期待どおりの成果が得られていない（単年度目標50～100％）
　０：ほとんど成果が得られていない（単年度目標50％未満）

(評価) 　

・事業の効率性(事業の実施方法の効率化は図られているか)
　２：上がっている １：横ばい ０：下がっている

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのよう
に取り組むのか
　

（今後の課題）

　

（次年度の方向性）


